
電力用日立保護継電器(アナログ式)の概要 

1.日立保護継電器の種類と形式 

 1.1 種類 

    アナログ式で現在製作されている主な種類は下表の通りです。  

  種 類（開発順）            特 長 

(1) 誘導円板形（I形） 
 
(形式例 IO-CI-B1) 

大正 11 年(1922 年)に製作され、その後、多少の改良を加えながら今
なお、製作が続けられている。 
 原理は入力電気量に応じた電磁力で誘導(回転)円板を動かし、且つ、
永久磁石で制動しながら限時動作で接点を開閉する。 

(2) 誘導円筒形（U形） 
 
(形式例 UHG-B1) 

 原理は 4 極鉄心中央部で誘導(回転)円筒に回転磁束を作用させ、高
速度で接点を開閉する。 
  特長として出力接点機構が、独特な空気制動付接点を採用し、 
一般の接点の反跳現象にすぐれた効果を示している。 

(3)静止形  （S 形） 
 
    (形式例 SYT-L-4E1) 

  一般に電磁形の入力回路はそのままで検出要素を、トランジスタあ
るいはＩＣ回路に置き換えたもの。 
特長として、可動部を持たない、高感度、特殊特性（電磁形で出来

ない特性）及び接点機構がなく接点障害がないもの等がある。 
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2.2 誘導形継電器の構造 

  2.2.1 可動部と軸受 
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(e)U形継電器回転部軸受構造図 (d)I形継電器回転部軸受構造図
 

要求される条件 具備条件 

安定な接触を保つこと (a)接点材料 
純銀。保護リレー接点の特質から、低接点圧力に対しても長期に

わたり確実な接触が保たれる。 
(b)接点形状 

駆動力が小さい為、点接触形状 

(a)接点機構 に際してチャタリング 
ウンシングなどの反跳現
ないこと 

(ｲ)I 形継電器では接点の開閉 
 が遅く、可動部の動作も制動
 されているので、反跳は防止
 し易い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ﾛ）U 形継電器は固定接点の振動
  を空気制動効果により抑制し
  反跳を防止している 

 

円板形過電流継電器では限時要素(動作時間は最小限時整定においても 0.2 秒程度)と直列に接続 

用されるケースがある。（動作時間：40ms 程度以下） 

電流は可動磁極を上下方向に調整し、連続的に整定される。 
(ｆ)即時要素の外観と構造図 

(2/5) 



 2.2.4 表示器付補助接触器(シールインユニット) 

     I.C.S(Indicating Contactor Switch)とも呼ばれ、補助接触器と動作表示器の機能を併せもって 

います。 

とくに、接点回路に遮断器の引外しｺｲﾙが接続されたケースで、接点に反跳を生じた場合には、引外し 

電流（普通 DC2～5A 程度）の開閉が繰返されることになり、接点が溶着してしまうことが予想される。

又、制御用うず巻ばねの電流容量も小さく、引外し電流による発熱で制御力が変化することも考えら 

れる。このような接点回路の保護の目的で、接点回路電流 0.2A 以上で使用する場合には補助接触器を 

設けるのが普通である。 

 図(h)において、主接点が動作すると補助接触器のコイルと引外しコイルを直列に励磁し、補助接触器

が動作すると、その接点で主接点を橋絡するとともに自己保持して主接点を保護する。従って、これを

復帰させるためには外部にスイッチ。一般には遮断器の補助接点(ａ接点)を直列に接続し、遮断器の動

作とともに回路を開くようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (g)表示器付補助接触器の外観と構造図
 

 

 2.2.5 動作表示器 

     保護継電器の動作を後刻まで表示するために使用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (i)動作表示器の外観と構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(h)保護継電器直流回路 
(3/5)



3.保守・点検上の留意点 

3.1 特性試験時 

 3.1.1 誘導形継電器は水平に置いて試験する 

     I 形及び U形継電器は回転機構部があり傾斜の影響を受ける為。とくに盤の外で試験する場合、水平 

位置であることに要注意。 

 

台座 
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3.1.2 テストプラグを使用して試験する場合 

    盤に取付けた継電器の試験に TP-2 形テストプラグを 

使用時は、間違うと CT 回路の開放や PT 回路の短絡 

及びミストリップ等、重大事故を生じる恐れがあるので、 

取扱いには熟慮すると共に、細心の注意を払うこと。 

     (1)テストプラグ挿入前の確認 

       (a)盤内の電源状態(CT、PT 及び DC 等)確認 
(j)テストプラグの外観と構造        (b)テストプラグ端子上で養生すべきことがないか 

         ・CT 回路の開放ないか(短絡ﾘﾝｸの必要ないか) 

盤取付けの 

SD-4E2 

         ・PT 回路の短絡ないか 

         ・DC 制御電源回路の短絡ないか 

         ・接点回路の短絡ないか 

       (c)盤内の電源を使用しないか 

         ・DC 制御電源など 

       (d)試験電源の配線 

         ・テストプラグの上下(黒色カバー側が継電器側) 

         ・配線は手前、黒色つまみへ 

     (2) テストプラグ挿入 

右図(k)に E2ケースにプラグ挿入例を示す。黒色 

カバー側が継電器要素側になることに注意 

 

 

 

   3.1.3 接点の開閉判定条件について 

       I 形及び U形継電器の接点(材質：純銀)は、回路電圧 DC110V を標準とし

開閉には不向きです。                （接点の信頼性

 従って、接触確認の方法としては DC110V 回路のネオンランプが適当です

        

 

      3.1.4 大電流試験時の許容通電時間 

             継電器の電流回路の過負荷耐量は、規格 JEC-2500 にて「定格電流の 40 倍

           ２回通電に耐えること」になっています。従って定格電流 5A の場合は、2

―再び 1秒間通電の耐量になります。 

             試験電流 I(A)とその通電時間ｔ(秒)の目安を、上述の過負荷耐量条件か

                                     I2ｔ＝(200A)2×1 秒＝40,000  から 

                                 例として 

                                       (a) 25A の場合は   ｔ＝64 秒 

                                       (b) 50A の場合は   ｔ＝16 秒 

                                       (c)100A の場合は   ｔ＝ 4 秒 

                                       (d)120A の場合は   ｔ＝ 2.7 秒 

             ここで、大事なことは繰り返し通電する場合、必ず 1分間程度の休止時間

 

          ［ﾄﾗﾌﾞﾙ事例］    

                即時要素の試験で大電流を長時間通電したため、引出形プラグ機構部

スチック材のコンタクト座が熱変形するトラブルあり。 

(4/5) 
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を 1 秒間、これを 1分間隔で 

00A を 1 秒間通電―1 分間休止

ら熱容量的に計算しますと 

をとること。 

内で押しばねが過熱し、プラ



  3.2 整定変更時の予備プラグ使用の件 
電流整定板

整定

ﾌﾟﾗ

     過電流継電器等、電流整定板は電流コイルの 1次側にあり、 

整定プラグを外すと電流回路は開放されます。即ち、外部 CT 

から見ると 2次側開放であり、最も危険な状態です。（右図上） 

従って、CT 回路が生きている状態での電流整定値変更時は、 

下記手順にて実施のこと 

① 予備プラグを変更後の整定位置に取付け（この時点で 

プラグは 2箇所に付いている････右図下） 

      ②次に以前の整定プラグを外す 

     逆に電圧回路の整定では、電流回路と同じ整定操作を行うと 

変更前の

ﾌﾟﾗｸﾞ

コイルを焼損することがあるので要注意 
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  3.3 接点磨き方法 

   3.3.1 誘導円板形(I 形)継電器の主接点 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   3.3.2 誘導円筒形(U 形)継電器の主接点 
 

[ 可動接点側 ] 
接点をﾋﾟﾝｾｯﾄに
し、接点磨き(ヤ
を前後及び曲面
ように摺動させ

［ 固定接点側 ］ 
  接点磨き(ヤスリ) 
を前後に摺動させ磨く 

 

 

 
 

固定接点可動接点 

絶縁棒 ヤスリ

可動接点部を絶縁棒あるいは指先で押し込み、固定接点
がｼﾘﾝﾀﾞｰ部に軽く接触する状態とします。（導電ばねの変形
防止のため。導電ばねが変形すると固定接点が固渋し復帰
不良になるので注意） 
 この状態でまず、可動接点面にヤスリを強く当て前後に摺
動させて磨き、固定接点側は先端及び傾斜面に沿う形で幾分
軽く磨く 
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(エアダンパー接点) 
空気制動式接点の構造


